
 
 

 

銀行名 北國銀行 

タイトル 後継者不在企業への M&A 支援 

取組み内容 

【動機（経緯）】 

Ｘ社は、地元の名物料理店として飲食店（2 店舗）を経営していたが、後継者

がおらず事業承継に問題を抱えていたところ、近年は社長が持病の悪化で入退

院を繰り返すなど事業承継の必要性が迫っていた。 

 

【取組み内容】 

当行は、『地元名物料理の存続』と『地域雇用』を守るべく、第三者への譲渡に

よる企業存続を提案し、Ｍ＆Ａ支援に取り組んだ。 

当行では、買い手候補先とのマッチングを開始し、飲食業への参入を検討して

いた他業種（サービス業）との譲渡スキームや諸条件の調整等案件のコーディ

ネートを行う。 

また、買い手企業に対し、買収資金の調達計画及び買収後の事業計画の構築等

のファイナンス支援に取り組んだ。 

 

【成果】 

本件により、譲渡企業は、『地元名物料理の存続』、『地域雇用の継続』が実現し、

買い手企業は『飲食業への参入とノウハウの獲得』が実現した。 

 

 

 

 

 
 



 
 

 

銀行名 北國銀行 

タイトル 公的支援制度と外部機関連携 

取組み内容 

【経緯】 

入浴剤製造を主業種とする取引先 A 社は大手メーカーが市場シェアの９０％を

占める入浴剤市場において、他社との差別化が図れる特色ある商品開発による

売上げアップを模索していた。 

 

【取組み内容】 

中小企業経営力強化支援法に基づく認定支援機関である当行（担当部署：営業

統括部営業サポート課）は商品開発の検討段階から関与し、乳酸菌による発酵

由来の成分を含有した入浴剤の開発を石川県工業試験場、石川県立大学との産

学官連携スキームをアレンジして支援。 

同時に平成 24年度補正ものづくり補助金（特定ものづくり基盤技術＝発酵）の

公募に関する申請書作成もサポート。 

 

【成果】 

本申請は採択され、現在新商品開発プロジェクトが進行している。開発が順調

に進めば来夏には日本初の乳酸菌を利用した入浴剤が完成することになり同社

としては相当の売上増加が見込める。 

 

 
 




